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平成26年度
（平成25年度の取組内容と残された課題）
東京や大阪など都市圏の商業・観光団体と連
携し、忍者などをテーマとしたイベントや、地域
の特産物を売り込むためのキャンペーンを実
施しました。同時に車で９０分圏内の日帰り観
光客に対する細やかな情報発信や誘客活動
に努めました。しかし、現段階では、誘客数や
経済への波及効果がわかりにくい状況です。

引き続き、市長のトップセールスなど情報発信
に努め、受け入れ先との連携をさらに強め、
双方にとって魅力のあるイベントを行います。
当市への誘客や物産の振興に繋がる情報発
信に努め、誘客数の増加や街中への波及に
努めます。

優先度 平成２８年度施策評価シート

基
本
情
報

コード 名称
担当
部署

コード

施策 3101
観光・物産情報の発信と、市民ぐるみの誘客とＰ
Ｒ

評価責任者・役職名 産業振興部　部長　尾登　誠

名称 連絡先

政策名等
地域資源とおもてなしの心を活かした観光のまち
づくり

160300
産業振興部観光戦略
課

0595-22-9670

再生
の
視点
（何を、
どうす
る）

施策
の
方向

観光に訪れる人びとの目的や年齢等を把握した情報発信とともに、市民全体で観光都市として生きていく意識を共有できる施策を推進します。

平成27年度
（平成26年度の取組内容と残された課題）
　全国的な情報発信として東京、大阪など大
都市圏で「関係地作り」を重視した観光キャン
ペーンを実施しました。東京上野恩賜公園で
は3日間で約20万人を集客しました。大阪天神
橋筋商店街では、地元商店街や大阪市北区
役所等と経費を負担しあう形で現地の実行委
員会を組織し、相互利益のPR体制を整えまし
た。
　関西国際空港、中部国際空港、大阪水上バ
スなどと連携した外国人観光客を対象にした
キャンペーンを実施しました。
　「伊賀よりみち通信」を２回作成し、約
150,000部販売し、市民ぐるみで伊賀市のPR
を行いました。
　今年度の課題は、ミラノ国際博覧会に出展し
「伊賀市」を世界に発信すること及び国内では
名古屋を中心とした中部圏や、奈良県、滋賀
県などの近隣都市にもきめ細かくPR活動を行
うことです。

　観光キャンペーンや物産展は、参加条件を
精査し、極力当市が主催する事業に経営資源
（ヒト・モノ・カネ）を集中させます。
　「伊賀よりみち通信」は、トピックスに伊賀の
物産を取り上げ、伝統文化や技能を前面に押
し出すことで地域物産をPRします。

効果的な情報発信が可能となるよう、無料
無ＬＡＮスポットの設置や、パンフレットの更
新を行います。
東京での観光キャンペーンは、農林振興課
所管の「浅草食材イベント」と順序を入れ替
え、先に行い、浅草でのイベントに誘導す
る形にします。物産の販路拡大のため、認
定された「伊賀ブランド」を積極的にイベント
などを活用してＰＲします。

（平成27年度の取組内容と残された課題）
　忍者の本家は伊賀市であることを世界に
発信するため、ミラノ国際博覧会に「伊賀流
忍者の精神と食文化」というテーマで出展
しました。昨年度の課題に対応するため、
奈良市や滋賀県など近隣都市で積極的に
ＰＲを行いました。また、昨年に引き続き、
東京、大阪など大都市圏で「関係地作り」を
重視した観光キャンペーンを実施しました。
東京上野恩賜公園では、浅草の複数の飲
食店と連携し伊賀の食材を使ったメニュー
を提供するなどして、3日間で約20万人を
集客しました。大阪天神橋筋商店街では、
地元商店街や大阪市北区役所と伊賀上野
ＮＩＮＪＡフェスタｉｎ天神橋筋商店街実行委
員会を組織し、ＰＲに努めました。
　「伊賀よりみち通信」を２回作成し、約
150,000部販売し、市民ぐるみで伊賀市の
PRを行いました。
　今年度の課題は、農林や商工施策と連
携した事業展開を行うことです。
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2,259
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H27
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H27
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Ｎｏ

05
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04 1 →

16,022

地場産業振興事業(01-07-
01-03-336-51)

観光大使活動事業経費(01-
07-01-03-336-53)

事業概要

01 5,855

2,306

(千円)

06

200

5,155

施策

H28
予算

施設維持の指定管理料などの管理経費

国指定：伝統的工芸品の振興経費

民間著名人・団体を観光大使に任命しPR活動を行う

観光客の誘客を図るため市長がトップセールスであらゆる媒体を
ターゲットとして観光情報を効率的・効果的に発信する。

各観光施設の維持管理経費

三重県から委託されている東海自然歩道の維持管理

ふるさとの森公園管理経費

37,08437,200

9,168

200

2,000

14,862

2,693

2
観光情報等発信経費(01-
07-01-03-336-54)

3

1

27
重
点

事務事業名

ハーモニー・フォレスト維持
管理経費(01-06-02-02-
323-01)

3

28
重
点

3101 観光・物産情報の発信と、市民ぐるみの誘客とＰＲ

26
重
点

コスト
の方
向

3 →

03 2 →

1,809

98

07

→
観光施設維持管理事業(01-
07-01-03-337-01)

東海自然歩道管理経費(01-
07-01-03-337-02)

ふるさとの森公園管理費
(01-07-01-03-337-03)

2 15,482

→2,360

構
成
事
務
事
業
の
重
点
化

構成事務事業　合計

第１次再生計画
期間全体を総括

して

第２次再生計画
（仮称）への課
題、対応につい

て

計画策定時点では、関係地作りを重視した観光キャンペーンの実施と、市民ぐるみのＰＲを掲げていましたが、上野観
光連盟、浅草商店街、天神橋筋商店街（１～４丁目）と連携した観光キャンペーンを行うとともに、伊賀よりみち通信を５
回発行し、市民の協力で各１５万部販売し、伊賀市をＰＲすることが出来た。よって概ね計画を達成できたと考えていま
す。

観光キャンペーンや市民ぐるみのＰＲは継続するべきと考えます。一方、施策の実施に当たっては、平成２７年に伊賀
市内の観光協会が統合されたため、官民の役割分担や連携手法を明確にすることに留意したいと考えます。

中
間
総
括

2,134

→2,226

35,851

→5,185



成
果
指
標

改
善
・
取
組
方
向

前年
度の
取組
内容

と
残さ
れた
課題

改善
ポイ
ント
と

具体
的な
取組

着地型観光の事業主
体数（主体）

指
標
名

指
標
の
説
明

個人旅行者の受け入れ
体制を示す

H28目標 100

市
民
意
識
調
査
結
果

継続取組

31

平成26年度
（平成25年度の取組内容と残された課題）
着地型観光実施のため、観光事業者だけで
なく、商業者、農業者、ＮＰＯ、自治会組織な
ど、今まで直接観光業とかかわりのなかった
方々にも参加いただき、視察、研修会、ワーク
ショップを実施しました。
今後、市街地や周辺農村部など、本市全体と
して観光客を受け入れる体制づくりを行う必要
があります。

参加・体験型メニューをカタログ形式にまとめ
て販売する事業を、試行的に実施します。
市民全体が「おもてなしの心」など、観光都市
として生きていく意識の共有を行います。

優先度 平成２８年度施策評価シート

基
本
情
報

コード 名称
担当
部署

コード

施策 3102
市内全域の魅力アップと「おもてなし」のしくみづ
くり

評価責任者・役職名 産業振興部　部長　尾登　誠

名称 連絡先

政策名等
地域資源とおもてなしの心を活かした観光のまち
づくり

160300
産業振興部観光戦略
課

0595-22-9670

再生
の

視点
（何を、
どうす
る）

施策
の

方向

本市の風土や地域資源を活かした「着地型観光」のしくみを確立し、本市全体で誘客を促進するとともに、観光客の受け入れ態勢を整備しま
す。同時に「着地型観光」の実施を通じて「ニューツーリズム 」や「ミニ観光圏 」などの施策を推進します。
また、隣接する市町などの広域的観光事業を推進し、誘客に努めるとともに、「伊賀上野ＮＩＮＪＡフェスタ」などの既存事業の充実を推進します。
世界的に認知される「忍者」をコンテンツ にした情報発信を、ホームページやＳＮＳ を利用して行います。

平成27年度
（平成26年度の取組内容と残された課題）
　着地型観光事業「いがぶら」を実施し、108の
おもてなしメニューを創出するとともに、約
1,500人に販売しました。また、異業種間の
ネットワークの構築のための研修会などを数
回実施しました。
　今年度の課題は、「いがぶら」のもてなし事
業を洗練させ、募集したもてなし事業の催行
率と集客力を向上させることです。また、異業
種間のネットワーク構築によるハイブリットなも
てなしメニューを創出することです。

　着地型観光「いがぶら」のもてなしメニューを
精査し、メニュー数が減少したとしても最小催
行人数に満たないメニューをなくすことで、結
果的に催行率を増加させます。
　もてなしメニューのブラッシュアップ支援チー
ムを充実させ、商工会議所、観光協会、文化
都市協会などと一体となった取り組みを目指し
ます。

昨年度の改善ポイントである催行率の向上
はほぼ達成できました。今年度は実行委員
会に商工会議所、商工会、観光協会、文化
都市協会、伊賀上野ケーブルテレビなどに
加入いただき、もてなしメニューの増加に努
めます。

（平成27年度の取組内容と残された課題）
昨年に引き続き、着地型観光事業「いがぶ
ら」を実施し、81のおもてなしメニューを創
出するとともに、約1,500人に販売しました。
昨年と比較してメニュー数は減少しました
が、催行率は約９５％であり、個々の観光メ
ニューの魅力が向上しました。また、パート
ナーの連携を促すため研修会を数回実施
しました。
　今年度の課題は、「いがぶら」の事業主
体数を成果指標のとおり100まで増加させ
ることです。

平成28年度

0%

10%

20%

30%

40%

50%

40% 50% 60% 70% 80% 90%

満
足
度 

必要度 

H26

H27

H28
0%

20%

40%

60%

80%

100%

H25H26H27H28

目標 

実績 



(続紙)

59,295 49,229

13,971

22,000

10,355

22,000

H27
予算

H27
決算
見込

Ｎｏ

05

02

04 皆減

25,433

観光戦略経費(01-07-01-
03-336-01)

着地型観光推進事業経費
(01-07-01-03-336-55)

事業概要

01 3 18,163

0

(千円)

06

9,971

24,733

施策

H28
予算

大山田温泉さるびのの管理運営に関する経費

パンフレットの作成など来場者への便宜供与等に関する業務の委
託。

市内全域で観光客を受け入れる受け皿作りと体制整備　着地型
観光推進事業

市内全域で観光客を受け入れる受け皿作りと体制整備　着地型
観光推進事業(平成26年度補正予算　地域住民生活等緊急支援
のための交付金事業(地方創生先行型))

島ヶ原ふれあいの里管理運営に要する経費

観光誘客促進事業(平成26年度補正予算　地域住民生活等緊急
支援のための交付金事業(地方創生先行型))

伊賀市観光振興ビジョンの推進計画（アクション・プロジェクト）とし
て、“忍者”をテーマにした情報発信を行い、海外からの観光客誘
客を図る。

外国人観光客誘客事業(平成26年度補正予算　地域住民生活等
緊急支援のための交付金事業(地方創生先行型))

96,724199,551

62,539

9,971

0

3,794

2,257

0

1
着地型観光推進事業経費
(01-07-01-03-336-55)

2

1

27
重
点

3

事務事業名

交流拠点施設維持管理経費
(01-02-01-06-124-51)

2

28
重
点

3102 市内全域の魅力アップと「おもてなし」のしくみづくり

26
重
点

コスト
の方
向

2 →

03 1 →

13,090

0

07

08

→
ふれあいの里維持管理経費
(01-02-01-06-123-01)

観光戦略経費(01-07-01-
03-336-01)

外国人観光客誘客事業(01-
07-01-03-336-56)

外国人観光客誘客事業(01-
07-01-03-336-56)

 

3

25,230

皆減5,000

構
成
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務
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業
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点
化

構成事務事業　合計

第１次再生計画
期間全体を総括

して

第２次再生計画
（仮称）への課
題、対応につい

て

着地型観光「伊賀ぶら」は、もてなしメニューの事業主体（パートナー）創出件数目標を100件と設定していたが、平成26
年は108件、平成27年は81件とほぼ目標を達成した。集客数は特に目標人数を設定していなかったが両年とも約1500
人あった。
催行率は平成26年で78%、平成27年度で９５％と上昇した。

パートナーがコンスタントに100を超えるよう、伊賀ぶらに参加する意義を感じて頂けるようブランド価値を高めたい。
また、集客数の一層の増加を目指したい。

中
間
総
括

皆減

5,000

↑36,766

149,637

→27,115


